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本研究は，京都の公家町（現京都御苑）へ通水していた禁裏御用水を取り上げ，近世および近代の絵図

や地図類から御用水の導水システムを明らかにし，園池形態に与える導水システムの影響を抽出した．そ

の結果，御用水と悪水とを分離する水路の構成，京都御所・仙洞御所への水の引き込みに有利な流路選択，

他の水利用と共存するための管理手法という，良質な水を公家町へ通水するための工夫を抽出した．また，

御用水を引き込んでいた園池をその立地条件から3つのタイプに分類し，それぞれの池や遣水の位置・形

状が，御用水の水筋との位置関係，幹線となる水筋から各敷地までの配水方法，敷地内への引き込み方法

と密接に関連していることを明らかにした． 
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１．はじめに 
 

現在の京都御苑周辺は，1331 年（元弘 1）に里内裏で

あった土御門東洞院殿が御所と定められて以後，公家町

が形成され，園池が数多く営まれた場所である．現在も

いくつかの園池やその遺構が保存されているが，それら

の多くが近世以降に造成されたものである． 

森は「寝殿造系庭園の立地的考察」1)において，平安

期の京都における寝殿造系庭園の立地と内部の構成を，

東北から南西へ流れる地下水の方向や地形勾配との関連

で考察している．その中で，京都御苑周辺を「古くから

一つの水脈につながつた旧園池の地形か，或はまた少く

とも庭園立地的好条件を具えていた」2)地域とし，地下

水と湧水に恵まれた環境により，園池が多く形成され，

それが現在まで保存されたものとしている． 

しかし近世のこの地域には，「禁裏御用水」と呼ばれ

た賀茂川の分流（今出川）が存在しており，園池への主

要な水の供給源は湧水ではなく，この御用水であったと

考えるのが自然である．御用水の供給にあたっては，水

みちの流路設定において様々な工夫がなされ，またそれ

と関連して園池の立地や形態が決定されたものと考えら

れる．  

以上を踏まえて本研究では，限られた水資源の有効

利用，更には持続可能な水辺の形成・維持に有用な知見

を得るために，禁裏御用水とその水を取り入れていたこ

とのわかる庭園を対象とし，水みちと園池形態との関連

から，水系と園池の設計手法を明らかにすることを目的

とする．まず近世以前の今出川について概説し，禁裏御

用水のシステム形成の背景を明らかにする（２章）．次

に，近世以前の近世および近代の絵図や地図類の読み取

りを通じて，内裏周辺までの禁裏御用水の導水システム

を把握し（３章），御用水の敷地内への引き込みと園池

の形態の関連を明らかにする（４章）．禁裏御用水の水

みちと園地の形態については，近世・近代の資料を基に

検討した．また，現存する庭園についてはヒアリング調

査と実地踏査とを行い，その様子を把握した． 

筆者らはこれまでに，今出川系と同じ賀茂川の分流で

ある堀川系に属する複数の庭園について，水みちの共用

が行われていた事実を確認している3)．今出川系も堀川

系と同じく水みちが共用がされていたと考えられるが，



 

禁裏御用水はその系に属する庭園が堀川系より多く，ま

た水みち自体が，それらの庭園への通水を目的の一つと

して設けられたことが明らかであるため，庭園への通水

に適するような整備が行われたものと推測される． 

 

 

２．今出川系の水利用の歴史 

 

本章では，禁裏御用水以外の今出川系とその水利用の

歴史について，平安時代および室町時代を概説し，御用

水建設の背景を探る． 

 

(1)平安時代の水利用（図-1a） 

平安京の東部には，街路に沿って東洞院川，烏丸川

（子代川）・室町川・町口川・西洞院川などの川が流れ

ており，平安京の外にも，賀茂川の水を分流した中川

（京極川）が流れていた． 

中川の灌漑利用については，『類聚三代格』所収の寛

平8年(896年)4月 13日の太政官府「鴨河堤辺の東西の

水陸廿二町百九十五歩を耕作するを許すべき事」の題の

条にその様子が見られる4)．これによると，当時鴨川堤

坊の西の辺では，鴨川の水を引き込んで栄田することは

鴨川の堤防に害を加える可能性があるため禁止されてい

たが，中川の水を用いることにより許可されたという． 

中川の水の庭園利用は源氏物語にも取り上げられてい

る5)他，『小祐記』に小野宮や上東門院への通水が読み

取れる．小野宮園池については，まず堀川からの通水を

画したもののうまくいかなかったため，中川から水を引

いた．しかし通行人の邪魔になるために橋を架けたとい

う6)．園池までの長距離に渡る導水路が，各街路に設け

られていたことが推測される．また上東門院については，

中川を引水したために養田の水が欠乏したとの記述もあ

り7)，当時から農業利用と園池の引き込みの間で水利用

の競合関係にあったことがわかる． 

 

(2)室町時代の水利用（図-1b） 

中川には，平安後期には水が流れなくなっていたよう

で，南北朝時代には今出川の水が北部で合流し中川へ注

ぐようになる．その後，中川の部分も今出川の名称に統

一されるようになったと考えられている8)． 

『さかゆく花』には，1378 年に造営された足利将軍

歴代の居館室町殿に「かも河をせき入」れたとの記述が

ある9)．しかし，永享９年（1437 年）一条兼良の「室町

亭行幸和歌」の「松色映池和歌一首并序」には「水引鴨

川之支流…（以下略）」10)とあり，室町殿へは賀茂川本

川ではなく，その支流である今出川の水が引かれていた

ものと考える方が自然である．『さかゆく花』にはこの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園池は一町を超えるとの記述もあり，その様子は洛中洛

外図にも描かれている． 

 

以上のように，対象地域周辺では，賀茂川の水を分流

した水路である中川・今出川について，田畑の灌漑や庭

園への引き込みが平安期から存在したことが確認される．

禁裏御用水はこの流れを受けたシステムであるといえる．

対象地域が賀茂川の西岸すぐに位置し，川水の灌漑利用

のしやすい地域であったということが，園池の形成に有

利に働いたものと推測される． 

 

 

３．禁裏御用水の導水システムの分析 

 

本章では，史料および地図の読み取りを通じて，禁裏

御用水の流路や導水システムを把握，分析する． 

 

(1)禁裏御用水の歴史 

禁裏御用水とは，賀茂川の分水である今出川の一部が，

相国寺を経た後，禁裏を中心とする公家町へ至る流れを

指す（図-2参照）． 

御用水は，禁裏の現在地への定着と前後して，既存の

今出川を利用して設けられたと考えるのが自然であり，

相国寺境内の発掘調査結果11)もこの推測に矛盾しない．

また『鹿苑日録』1499（明応8）年3月22日の項12)には，

相国寺の功徳池の水が禁裏の池へ注いでいたことを示す

記述がある．当時既に「御用水」との呼称であったかど

うかは定かでないが，それと同様の水筋が存在していた

可能性も考えられる． 

以後明治に至るまで，御用水の水源は小山郷井手で取

水された賀茂川の水であったが，1890年（明治23）の琵

琶湖疏水分線開通後には，毎秒0.278㎥の水が新町頭か

ら流入していた13)．しかし田畑の灌漑利用や水みちから

の漏洩が激しかったようで，田邊朔朗を筆頭とした京都 

図-1 平安時代，室町時代の今出川系とその水利用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市により，水路の補修や水桝の設置といった補修が行わ

れていた様子が『田邊家資料』14)から読み取れる（図-3

参照）．にもかかわらず，実際に御所で使用できる水量 

は流入量の半分にも満たない15)など，十分な給水が確保

できなかった． 

そのため，琵琶湖疏水を直接御所へ送る御所水道の計

画がなされ，1899年（明治32）に調査開始，1912年（明

治45）には完成して九条山と御所を直結するパイプが敷

設された16)．御所水道は，図-3のように御所の北東隅に

設けられた高桝から暗渠により各庭園へ水を送るという

システムで，それまでの御用水の給水システムとは全く

異なるものであった．その結果，疏水分線の当初の目的

の一つであった御所用水への給水は廃止され17)，御所付

近の今出川の流路は，1924年（大正13)今出川通の京都

市電開設にともなう道路拡幅により暗渠化されるなどし

て，順次姿を消してしまった18)．相国寺境内の御用水は

昭和10年頃まで流れていた19)が，現在はわずかに庭園に

その痕跡が見られるのみである． 

 

(2)禁裏御用水の構造 

次に，近世および近代成立の絵図資料・地図資料から，

禁裏御用水の水筋と構造について把握する． 

a)小山郷内での御用水筋 

小山郷井手から取水された後，鞍馬口通以北において，

今出川は小山郷の田畑の灌漑に用いられる．『内藤

（武）家文書』の 1757 年（宝暦 7）「城州愛宕郡小山

郷渚本所様方田地ヵ所附絵図面」（図-4）には，小山郷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内の灌漑水路網が描かれている．これを見ると，今出川

は井手で取水後，それぞれの溝筋に分流されていき，分

流されずに残った一筋が「御用水筋」となることがわか

る．また，分流して灌漑に用いられたほぼ全ての水筋は，

新町通西と御霊竪町西にある「悪水瀘」へ合流し，例外

の二筋を残して御用水筋へは合流しない．このような水

路網の構造から，御用水は灌漑で使用された水（悪水）

とは区別されていたことが読み取れる． 

このような構造は 1818 年（文政 1）の『建仁寺田面

見取絵図』や 1877 年（明治 10）の『山城国愛宕郡小山

村図』にも見受けられ，近代まで同様の水路構造が存在

していたことがわかる． 

b)相国寺北での御用水筋 

鞍馬口通以南，相国寺の北辺の御用水を描いた資料と

しては，1637 年（寛永 14）実測の『洛中絵図』，1711

年（正徳 1）の御用水見分結果を記した『禁裏御用水掛

絵図』，1782 年（天明 2）の実地踏査を元に記した

『（禁裏）御用水筋自室町頭入口至今出川御門之図』な

どがある（図-5）．これら3つの図はそれぞれ少しずつ

その流路が異なるが，次の2点において特に大きく異な

っている． 

①「悪水瀘」を通過した水筋の扱い 

寛永 14 年，天明 2 年の図においては，前項の「御用

水筋」からつながる流れのみを描いている．しかし正徳

元年の図では，前項の御霊竪町西にある「悪水瀘」を通

過する筋も描いており，これらは上御霊神社前で合流し

ている． 

図-2 明治期の禁裏御用水（今出川） 
（『明治22年仮製2万分1地形図， 

『田邉家文書』を元に）筆者作成） 

図-3 明治の御苑内の禁裏御用水と園池 
『明治23年6月調御苑内外水路測量之図』 

を元に筆者作成

図-4 小山郷内の水みち 
（『内藤（武）家文書』城州愛宕郡小山郷 

渚本所様方田地ヵ所附絵図面に筆者加筆） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代は下るが，1922 年（大正 11）『都市計画図』に

は，前項で取り上げた「御用水筋」と二つの「悪水瀘」

と思われる水筋が確認できる．これを見ると，新町通西

の「悪水瀘」を通過した水は，西進し堀川へ合流してい

るが，今問題としている御霊竪町西の「悪水瀘」を通過

した水は，上御霊社前で再び御用水筋に合流しており，

正徳元年の図とほぼ同じ流路である．よって，これらの

図の成立期間中に水路網の構造が変化したのではなく，

「悪水瀘」を通過した水を「御用水筋」として描いてい

るか否かが各図の相違点であると考えられる． 

以上をまとめると，上流において灌漑に用いられた水

も，「悪水瀘」を通過の後は「御用水筋」に合流するた

め悪水としては扱われなくなっている．しかし「御用水

筋」という名称が「悪水瀘」を通過する水みちにも用い

られたかどうかが，資料によるものと推測する． 

②悪水抜樋門へ続く水筋の扱い 

正徳元年，天明2年の図では，相国寺の境内に至る直

前に御用水筋は二筋に別れ，その両方に樋が設けられて

いる．天明2年の図では，相国寺境内へ流入する水筋の

樋に「御用水樋門」，寺町通の方へ進む水筋の樋に「悪

水抜樋門」とそれぞれ付されている．一方寛永 14 年の

図では「悪水抜樋門」に続く水筋が描かれていない．こ

れは①と同様に，寛永 14 年の図は禁裏へ続く「御用水

筋」のみを描いたためではないかと推測できる． 

以上の考察から，市街地に当る相国寺北周辺でも，御

用水が悪水とは区別されていたことがわかる． 

c)相国寺以南の御用水筋 

近世を通じて，相国寺以南の御用水は相国寺の東側を

抜けて惣門に至る．その流れは龍淵水と呼ばれていたと

いい20)，その様子は都名所図会にも描かれている（図-6

参照）． 

その後そのまま南進し，今出川御門の脇を通過した後，

現在の京都御所と仙洞御所の北辺・東辺をそれぞれ沿う

ように流れ，その後寺町に沿って南進する．京都御所・

仙洞御所とその周辺の公家町は，近世に敷地割が度々変 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化しているが，御用水の流路もその都度付け替えられて

いたと考えられ，上記のルートは変化しない（図-7）．

このような流路をとることによって，最も重要な内裏や

院御所の敷地に長く接することが出来るため，敷地内へ

の導水を容易に行えるように流路が設定されているので

はないかと推察される． 

 

(3)禁裏御用水のソフト面でのマネジメント 

前項からは，禁裏御用水が内裏と院御所の敷地へ良質

の水を安定的に送るのに適した構造であったことが確認

されたが，このシステムのマネジメントは賀茂別雷神社

（上賀茂神社）が行っていた． 

清水21)が既に指摘しているように，上賀茂神社は賀茂

川の水支配を通じて，賀茂六郷と呼ばれた賀茂川流域を

近代に至るまで支配していた．御用水の取水口である小

山郷井手は，上賀茂神社の支配する賀茂川の八つの井手

のうち，最下流に位置する． 

橋本22)は『賀茂別雷神社文書』の文書の記述から，御

用水の管理について興味深い点を複数指摘している．そ

れによると， 

①小山郷井手から取水した樋や川筋の管理を行う職務で

ある水役人の人事権は，上賀茂神社が有していた 

図-6 相国寺境内での御用水筋（『都名所図会より』） 

図-7 相国寺以南の御用水筋（筆者作成）

図-5 相国寺北での御用水筋 
（左図は大正11年『都市計画図』をベースに筆者作成， 

右図は『（禁裏）御用水筋自室町頭入口至今出川御門之図』より 

筆者作成） 



 

②禁裏御所の御池への水の流入・停止は上賀茂神社が裁

量権を有していた 

③夏季から初秋にかけての四ヶ月間は，上流の田畑への

灌漑を第一とし，禁裏御所の御庭への通水（下げ水）

は遠慮する仕組みとなっていた 

という．つまり御用水といえども，同じ水みちを共有す

る田畑との水利用の競合により，自由な通水が出来なか

ったということがわかる． 

また，田畑の灌漑以外の水利用も，御用水との共存の

ために工夫されていたこと考えられる．今出川の上流に

は，近代に入って水車が数基登場したが，この水車のた

めの川浚えによって出た濁り水が御所に届かぬよう，時

期を見て水をせき止めるなどの配慮が為されていたこと

が『内藤（武）家文書』23)から明らかになっている． 

以上のように，賀茂川の限りある資源を他の水利用と

共有し，禁裏へ良質の水を送るために，「御用水筋」の

形状や管理が工夫されていたことがわかる． 

 

 

４．御用水の引き込み方法と園池形態との関連に

ついての考察 

 

本章では，公家町周辺まで運ばれた御用水を敷地内に

引き込むための方策と庭園の形態との関連について明ら

かにする．以下では，御用水筋の系との位置関係を踏ま

えて，各園池を3つのタイプに分けて検討する． 

 

(1)公家町より上流に形成された庭園 

御用水は，公家町に至るまでにも複数の庭園の園池と

して用いられていた（図-8）． 

上御霊神社社務所裏庭園，相国寺開山塔庭園には，か

つて御用水を引き込んでいた遺構が残されている．相国

寺開山塔庭園は歴史ある庭で，作庭時期が中世に遡られ

るとも言われ24)，御用水筋で唯一，御用水幹線を直接園

池として取り込んでいる．上御霊神社社務所裏庭園の成

立時期は不明であるが，境内の石橋に「嘉永元年」

（1848 年）と刻まれている25)ことから，その頃には既に

境内に御用水を引き込んでいたと考えられる． 

これらの園池の形状は，水みちをそのまま取り入れる，

あるいは少し幅広くするなどの意匠の工夫が見られる程

度であり，池というよりは遣水に近い．このような形状

をとった理由は定かでないが，御用水が公家町への通水

を意図して設けられたものであることを考えると，その

上流に位置するこれらの庭園では，良質な水を優先的に

下流へ送るために，広大な池での水の貯留は出来なかっ

たのではないかと推測される． 

この他，公家町に至るまでの地域には，御用水を引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

込んでいたと考えられる庭園が複数ある．相国寺方丈裏

庭園の枯山水は，発掘調査により御用水を引き込んでい

た形跡が示唆されている．この池も細長い形状であるが，

18 世紀中葉以前に設けられた寺院の堀を庭園に作り変

えたものではないかとみられている26)．また江戸初期の

作庭とみられる旧後藤屋敷址である擁翠園の池，上御霊

神社に隣接していた旧懐石料亭の敷地の園池も，御用水

を引き込んでいた可能性がある27)．これらについても更

に検討する必要があるだろう． 

 

(2)京都御所庭園，仙洞御所庭園 

京都御所・仙洞御所は，現在の位置に置かれて以来，

近世の間に幾度も焼失，敷地拡張，造営を繰り返してき

た．そのため，京都御所・仙洞御所の敷地には様々な

様々なパタンの内裏や院御所が形成され，建築，庭園の

位置や構成が大きく変化してきたことが，中井家文書の

指図類から読み取れる28)． 

指図によると，京都御所・仙洞御所の敷地に形成され

図-8 上御霊神社社務所裏庭園（上）および 
相国寺開山塔庭園，方丈裏庭園（下） 
明治初期『社寺境内外区別取調』を元に作成 



 

た園池の殆どは敷地の東側に存在する．また，流れの方

向が読み取れる水石庭や導水路の描かれた池庭に関して

は，北側もしくは北東側から水が流入するようになって

いる．これは，前章で示した，御用水筋が御所の敷地に

接する方角と一致し，御用水筋に最も近い方角から水を

取水し池へ引き込んでいたことがわかる．このような理

由から，西の視点場から東の園池を眺める構図になりや

すく，東山の借景を得やすい構成となる． 

また，池が敷地の南方にある場合，池までの導水部が

その北方に必要なため，その箇所を遣水や田に加工する

ことができる．例えば内裏では，延宝度に敷地の南西部

に池が作られたが，寛政度造営時代から明治にかけて庭

を北へ拡大するにあたり，池へと流れ込む遣り水の庭を

設けている．また仙洞御所では，宝永度の造営に伴う北

方への庭園の拡張において，池の上流に水を利用した田

や遣り水の庭が形成されている（図-9）． 

このように，京都御所・仙洞御所の庭の配置や形態は，

御用水の水筋と大きく関連していると考えられる． 

 

(3)その他公家町の園池 

現存する遺構や田邊家文書の図，中井家文書に残され

た指図からは，現京都御所・仙洞御所の敷地以外にも，

図-7 に示すように数多くの園池が存在したことが確認

されている．本稿ではそれらのうち導水・排水経路を知

ることのできるいくつかの事例を取り上げる． 

旧桂宮邸庭園，恭礼門院御所については，中井家文書

の指図・絵図から，園池への引き込み・排水の流路を読

み取ることが出来る．それによると，旧桂宮邸は敷地の

西辺で御用水と接するため，まず北西部から水を分流し，

敷地を囲む御溝水（みかわみず）にその水を導水し，そ

の後敷地内を巡らして再び西辺の御溝水へ排水している．

一方，恭礼門院御所は御用水の本筋から離れているとい

う立地から，内裏の御溝水から徐々に西方へと水みちを

つなげて敷地の御溝水とし，それを自邸に引き込んでま

た御溝水へ排水していたことがうかがえる（図-10）．

また，恭礼門院御所の水道絵図は，既存の水みちを西へ

曲げる計画を記したものであり，御溝水は敷地割に合わ

せて変更できる，自由度の高いシステムであったと考え

られる．なお，明治期に新たに設けられた京都博覧会会

場庭園についても同様に，仙洞御所南辺の御溝水から水

を引き込んでいる（図-3参照）． 

以上のような機構で通水すると，水は自らの敷地より

北に位置する敷地から送られてくることになり，それを

敷地内に取り込むためには，自ずと北から南方向の流れ

のある池が形成されることとなる．旧近衛邸庭園，旧九

条邸庭園，旧閑院宮邸庭園の園池がそれぞれ北から取水

され，南へ排水されているのはそのためであろう．中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も旧九条邸庭園は南北に細長い池であるため，森が「あ

たかも幅のひろい流れのようであるといつてもよい」と

形容している29)ことも，この説を傍証している． 

なお，凝花洞に関しては，指図に南西方向への排水路

が見られるが，導水方向を特定するに至らなく，また明

治に至るまでにその形状が大きく変化していることが予

想されるため，別途検討が必要である． 

 

 

５．まとめ 

 

本研究の成果を以下にまとめる． 

①禁裏御用水の通水システムについて，御用水と悪水と

図-9 京都御所（上）・仙洞御所（下）の園池の変遷 
（『中井家文書』の各指図に筆者加筆） 

延宝度の内裏       現在の京都御所 

延宝度の仙洞御所     宝永度の仙洞御所
  ・女院御所 

図-10 桂宮邸（左），恭礼門院御所（右） 
への通水の道筋と園池 

（『中井家文書』を元に筆者加筆，作成） 



 

の分離を可能にする水路の構成，京都御所・仙洞御所

への引き込みに有利な流路の選択，更に限られた水資

源を他の水利用と共有するための管理の様子を抽出し

た．これらは，公家町まで良質な水を通水するための

工夫であると考えられる． 

②禁裏御用水を引き込むための仕組みと実際に形成され

た園池の形態との関連を明らかにした．その結果は次

のとおりである． 

・公家町より上流に形成された庭園 

下流への通水に配慮した，水路・遣水状の庭園 

・京都御所庭園・仙洞御所庭園 

御用水筋に程近い東側に形成された園池，南の池への

導水経路を利用した遣水や田の新設 

・その他公家町の園池 

自由度の高い御溝水のシステム，北にある屋敷の御溝

水から自邸の御溝水への引き込みと，北から南への流

れのある園池 

以上のように，禁裏御用水を引き込んだ公家町の庭園

の園池に関して，水みちの系がその立地や形態を決定す

る環境要因となっていたことが示された．特に水みちの

系の中での園池の位置づけ，御用水の水筋との位置関係，

幹線となる水筋から各敷地までの配水の方法，敷地内への引き

込み方法と密接に関連しており，園池までを含めた水系の管理

が行われていた事実が確認された． 

また今後の課題として，本研究で扱った御用水と園池

の形態の関係が，より細かな園池内部の設えとどのよう

に関連するのかについても明らかにしたい． 
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資料調査において京都市上下水道局，京都市埋蔵文化財

研究所の方々に多大なご支援を頂いた．記して謝意を表
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